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AP間とBP間の距離の差 Lは，3sinθと表すことができ， Lは，

波長の整数倍に半波長を加えた距離となるので，3sinθ＝（ｍ＋ ）λ

（ｍは整数，λは波長）の関係が成立する。

λ＝2 より，3sinθ＝2ｍ＋１ を満たすｍの数が，直線の数である。

であることから， －１＜sinθ＜１ より －3＜2ｍ＋１＜3

よって，ｍ＝０，ｍ＝－１ の２つが該当し，直線は２本となる。 【4】
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ｕクォーク： 【２】 ｄクォーク： 【2】

左（反時計回り） 【3】 【3】 【3】

【3】 【3】 【3】

(1)亜鉛板を磨き，箔検電器に載せる。

(2)毛皮でこすった塩化ビニル管を亜鉛板に接触させる。

(3)亜鉛板を白色LED灯で照らし，箔のようすを観察する。

(4)亜鉛板を紫外線灯で照らし，箔のようすを観察する。 【3】

毛皮でこすった塩化ビニル管を亜鉛板に接触させると，箔検電器が負に帯電し，箔

が開く。操作(3)(4)で，白色LED灯を照らしても箔の変化は見られないが，紫外線灯を

照らした場合は光電効果により，電子が飛び出すため箔が閉じる。

このことから，光電効果は紫外線程度以上の波長の短い光でないと起こらない現象

であることがわかる。 【3】

円軌道内の平均磁束密度の増加量は，円軌道上の磁束密度の増加量の

２倍となる関係がある。 【2】
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